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¶ ³
わが数学科 (第 33回-2)

松戸南高等学校の巻µ ´
1 学校紹介と教育課程 (数学)

本校は昭和 51年に普通科「全日制の課程」として創立されましたが，その後平成 18年に「三
部制の定時制の課程」（次ページで補足）が併置されました。これにより現在では，全日制 2ク
ラス，三部制の午前部 2クラス，午後部 2クラス，夜間部 2クラスで募集しています。
学校は武蔵野線「東松戸」駅から徒歩 10分程度の場所にあり，最近では駅からの通学路も整
い，わかりやすくなりました。三部制は中学時代不登校であった生徒や発達障害等を抱えた生
徒を受け入れており，「やり直しの学校」ということで近隣の中学校に理解されています。

1年次の履修科目の「国語総合」，「数学 I」，「英語 I」は，習熟度別授業を 2クラス 3分割で
実施しています。「数学 I」の場合，昨年までは標準 1クラス，基礎 2クラスに分けて授業展開
していましたが，今年度は発展 1クラス，標準 1クラス，基礎 1クラスに変更しました。また，
他の科目も可能な限り少人数展開ができるように幅広く選択科目を設け，多様な生徒の進路・
適性・能力に応じた選択ができるようにしています。
数学科の教育課程は，入学時に全員「数学 I」を履修し，その後学習指導要領の規定通り「数
学 II」，「数学 III」，「数学A」，「数学 B」，「数学 C」が選択できます。他に秋入学生徒用に対し，
今年度より学校設定科目として「基礎数学」（「数学基礎」とは異なり，次年度「数学 I」への準
備科目として位置づけています。）を開講する予定です。「数学 I」を除き各科目とも受講生徒は
2年次以上が他の年次と混在しています。

2 三部制数学科紹介

上段左から，小幡，筒井，酒井，本村，下段左から，高橋 (新任)，福嶋，伊藤，飯田
紹介できませんでしたが，他に全日制数学科に 2名。
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3 三部制の定時制の課程
時間割

三部制の定時制の課程は，「午前部」，「午後部」，「夜間部」の 3つの時間帯に分かれた定時制
課程です。千葉県では県立生浜高校にも三部制が設置されています。
一般的な夜間の定時制の場合，卒業に必要な 74単位を修得するために 4年間かかりますが，

3部構成にすることにより他の部の履修が可能になり，全日制と同じ 3年間の卒業を可能にし
ました。
本校の場合，三部制としての卒業生を 2度送り出していますが，クラスの半分以上が 3年間
で卒業することを目指しています。
授業は，時間割の通り 45分 2コマを基本としています。間に 5分の休憩を入れます。実質

90分の授業はかなり大変だと思われますが，生徒はよく耐えて取り組んでいます。
職員の勤務は，本校では「前勤」，「後勤」と区別しています。「前勤」は午前部と午後部の授
業を担当し，全日制と勤務時間は変わりません。「後勤」は夜間部を中心に午後部の授業も担当
します。従って夜間だけの定時制とは若干授業時間が異なります。生徒は「午前部」，「午後部」
と「夜間部」で意識も雰囲気も異なるようです。


